
セッション８：地域研修・校内研修ワークショップ ワークシート 

 

 

 

２月２４日（水）   福 岡 会場    （     J     ）グループ 

地域研修・校内研修の概要 

１ 目的 

「情報モラル指導モデルカリキュラム表」の内容を教育課程と関連付け

て年間指導計画に位置付け、実践していただく。 

２ 研修対象者 （新任）校長 

３ 研修種別 悉皆研修         希望研修 

４ 
回数・実施時期 

（年間計画） 

 （新任）校長研修会の中の１コマ（９０分間）で取り扱い、年間２回実

施する。 

（１回目）※４月 

 情報モラル指導の必要性を感じていただく。 

 

（２回目）※９月 

 自校の情報モラル指導実践状況を把握した中で、その改善を目指す。 

５ 研修時間 １コマにつき９０分間 × ２回 

６ 具体的内容 

（１回目） 

○ 基本理念について 

○ 指導概念について 

○ 法的根拠について 

（２回目） 

○ 情報モラル指導カリキュラム開発指導について 

７ 教材 

○ 「情報モラル指導者研修ハンドブック」（CEC） 

○ 「平成２１年度情報モラル指導者養成研修」講演資料およびプレゼン

テーション（CEC） 

○ 「情報モラル」指導実践キックオフガイド 

○ 情報モラル指導モデルカリキュラム表 

○ 情報モラル授業サポートセンター（授業風景動画） 

８ 研修形態 

（１回目） 

○ 講話 

（２回目） 

○ ワークショップ形式 

地域研修・校内研修案を考えましょう 

http://sweb.nctd.go.jp/support/


９ 

１回の展開案

（具体的に記

載） 

分 研修内容・活動 資料等 
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【セッション１】アイスブレーキング 

○ 自己紹介（氏名、所属、好きな番号） 

 

【セッション２】情報モラル教育の基本理念と指導 

1

情報モラル指導者養成研修検討委員会

情報モラル教育の基本理念と指導

セッション３

 

① 情報モラルとは 

② 情報モラルの二領域 

③ なぜ情報モラルが必要とされるのか 

④ 情報モラルの内容 

10

情報安全（知恵を磨く）
情報社会の特性の理解
情報と安全に向き合う方法

情報倫理（心を磨く）
相手を思いやり発信に責任を持つ
ルールやマナーを守る

情報モラルの実践力正しい判断力

情報モラルの内容と目的

情報モラルの内容（３）

 

⑤ 情報社会における情報の特性 

 

⑥ 情報モラルの指導内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ おわりに 

 

 

 

 

 

プレゼンテーシ
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情報モラル指導

者養成研修ハン

ドブック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「情報モラル」

指導実践キック

オフガイド 

情報モラル指導

モデルカリキュ

ラム表 

情報モラル授業

サポートセンタ

ー（授業風景動

画） 
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